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秋田古銭物語～阿仁の鉱山が生んだ貨幣～ 

あきたジオパーク街道連携事業 

平成26年度 第2回鉱業博物館・阿仁郷土文化保存伝承館 連携展 

 
 
 

あきたの 

 8月5日（火）、ALVEで行わ
れる「夏休みはジオパークで遊
ぼう!!」イベントに参加します！
ジオパークについて遊びながら
学べる楽しいイベントです。当
館は綺麗な鉱石・岩石や当館3
階で公開している3Dバーチャル
鉱山システムを出張展示しま
す！ 

日程：平成26年8月5日（火） 
時間：10:00～16:00 
場所：秋田拠点センター・ALVE 
   １階きらめき広場 

こんなきれいな 
鉱石が展示される 
かも！？ 
当日をお楽しみに！ 

  他にも化石の採掘体験や、火山の噴火実験など楽しい
イベントがあります！子ども向けのイベントですが、大人
も一緒になって十分楽しめる催しになっています。 
ぜひ夏休みの思い出に、ご家族でご参加ください！ 

 平成24年度に鉱業博物館で行いました企画展が、装いを新
たに阿仁地域で復活します！「阿仁古銭物語～阿仁の鉱山が
生んだ貨幣～」と題しまして、その昔世界一の銅の産出量を
誇った阿仁の銅を用いて作られた貨幣を展示します。江戸時
代当時のお金にまつわる様々な歴史と文化をこの機会にぜひ、
感じてみてはいかがでしょうか？ 

企画展開催期間 

平成２６年７月２４日（木）13:30から 
 
開催場所 

阿仁郷土文化保存伝承館 
開館時間 

９：００～１７：００（月曜休館） 
入館料 

大人400円 高校・大学生 300円 
小・中学生 200円 
団体20名以上それぞれ100円引き 

企画展の見どころ 
一．阿仁銅山の銅が使用された

江戸時代当時の貨幣 
二．当時の生活を如実に示す地

方貨幣と密造銭 
三．実物を用いて表された江戸

幕府の貨幣制度等価表 

開催記念イベント 

一．今井忠男秋田大学教授による
ギャラリートーク 
平成26年7月24日(木) 
 
  

二．秋田貨幣研究会による古銭鑑定 
8月2日(土)、24日(日) 

ヤ マ 

（北秋田市内の小・中学生は無料） 

13時30分開始 

８月３１日（日）17:00まで 

この 
ポスターが 

目印!! 
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講師を務められた大場司副館長 

Detail 
8月に展示・販売する恐竜模
型は「ティラノサウルス」で
す！その名前の意味は「暴君
トカゲ」であり、その名の通
り肉食でどう猛であったと考
えられています。強靱な顎の
力で食らいつき、小さいけれ
ども強い前足で獲物を押さえ
つけ、鋭い歯で相手の骨を砕
きながら捕獲・食事をしてい
たことがわかっています。 
体長約12m、体重約6t、肉
食恐竜では最大の大きさです。
その力強い姿は恐竜の王と
いっても過言ではありません。 4,730円 

ミュージアムショップ価格 

全長310mmの迫力 

ティラノサウルス ティラノサウルス 
全長310mmの迫力 

広場に面するカフェテラス前で展示します！ 

PC展示を用いて 
解説する副館長 

寄贈されたスーバイトを 
鑑賞する皆さん 

 鉱業博物館の展示を「にぎわい交流館AU」でも！ 
 この夏、鉱業博物館をもっと多くの方々に知ってもら
う活動の一環として、展示の一部をエリアなかいち内
「にぎわい交流館AU」で公開する出張展示を行います。 
 この企画は秋田大学工学資源学部ボランティアの4名
が主導して行っています。展示の内容や飾り方まで、学
生ならではのアイディアを持ち寄りプランを考えました。
展示はケースをきれいにライトアップし、博物館所蔵の
美しい鉱石を展示する予定です。展示の方法にも、学生
のこだわりが感じられる上品なレイアウトになっていま
す。ぜひこの夏休み、にぎわい交流館AUにて、学生の
努力の結晶を見てください！ 

第３回サイエンスボランティア 
講習会を開催しました！ 

 平成26年7月10日（木）、第3回サイエンスボラン
ティア講習会を開催しました。 
 第3回目となる今回は大場副館長が講師となり、「隕
石と岩石－ドイツからの贈り物－」と題し、講演を行い
ました。 
 講堂にて行われた講演では、先日大場副館長が訪れた
フライベルク工科大学についてのお話がありました。ド
イツにあるフライベルク工科大学は世界一古い鉱業大学
であり、秋田大学鉱山学部のお手本となった、大変古く
から関わりのある大学です。その大学から寄贈された
「スーバイト」と呼ばれる隕石がぶつかって吹き飛ばさ
れた岩石をこの機会にと公開しました。実際に触れたり、
先生に質問したりと皆さんはとても興味深そうでした。 
 また、岩石学・火山地質学が専門であることから、当
館展示棟2階「太陽系の中の地球」や「岩石」コーナー
の標本に関する解説を行いました。地球の成り立ちから
プレートテクトニクス、マグマのでき方、岩石へと系統
的に解説があり、大変わかりやすい講義に参加者は「大
変勉強になった」と感想を述べていました。 
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